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１．2027年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2026年４月１日～2026年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年３月期中間期 102,993 △5.6 4,810 7.6 4,738 7.0 3,113 11.8
2026年３月期中間期 109,084 3.8 4,472 42.1 4,429 44.7 2,785 45.4

(注) 包括利益 2027年３月期中間期 3,261百万円( △9.2％) 2026年３月期中間期 3,592百万円( 272.9％)

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2027年３月期中間期 189.53 ―
2026年３月期中間期 169.06 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2027年３月期中間期 218,930 103,212 47.0
2026年３月期 223,835 102,966 45.6

(参考) 自己資本 2027年３月期中間期 102,989百万円 2026年３月期 102,146百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年３月期 ― 65.00 ― 65.00 130.00
2027年３月期 ― 85.00
2027年３月期(予想) ― 85.00 170.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 220,500 △1.6 12,700 11.6 11,900 4.0 8,100 10.0 496.54

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 有

新規 ２社（社名）大和段ボール株式会社、株式会社フジショウ

除外 １社（社名）株式会社伊藤園ロジテム

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2027年３月期中間期 19,341,568株 2026年３月期 19,341,568株

② 期末自己株式数 2027年３月期中間期 3,142,597株 2026年３月期 2,845,113株

③ 期中平均株式数（中間期） 2027年３月期中間期 16,426,928株 2026年３月期中間期 16,479,030株

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載した業績予想等の将来に関する記述は、当社が本資料の発表日現在において入手している情報に基

づき作成したものであり、実際の業績等は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。業績予想の

前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について、添付資料「１．経営成績等の概況(３)連

結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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※当社は以下のとおり投資家向け説明会を開催する予定です。

この説明会で使用する資料については、開催にあわせて当社ホームページで掲載する予定です。

2026年11月27日（金）・・・機関投資家・証券アナリスト向け決算説明会
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善や各種政策効果等により緩やか

に回復していますが、中東情勢や自然災害・夏場の天候不順の影響、金融資本市場の変動などに留意

が必要な状況が続いています。

その中で、当社グループの当中間連結会計期間の売上高は102,993百万円（前年同期比5.6％減）、

営業利益は4,810百万円（同7.6％増）、経常利益は4,738百万円（同7.0％増）、親会社株主に帰属す

る中間純利益は3,113百万円（同11.8％増）となりました。

セグメントの業績は次の通りです。

〔段ボール〕

段ボールの国内需要は、概ね前年並みとなりました。

当社グループの国内段ボール部門では、夏場の天候不順の影響を受け、販売量は前年を下回りまし

た。販売価格は価格改定の効果で上昇しました。

海外段ボール部門では、米国子会社は前年並みで推移しましたが、ベトナム子会社で主要取引先の

販売不振による影響を受け、販売量は前年を下回りました。

その結果、段ボール部門の売上高は65,658百万円（前年同期比4.3％増）となり、営業利益は6,211

百万円（同13.8％増）となりました。

〔住宅〕

当社グループの住宅部門では、販売棟数が前年を下回りました。

このような中、㈱スウェーデンハウスは今後の既存オーナー様に対する強化策とサービス向上とし

て４月１日に㈱北洋交易のホームデザイン事業を統合し、前年の㈱スウェーデンハウスリフォーム吸

収合併に続き、新築・内装・リフォームを一貫して総合提案できる体制を整備しました。ブランド価

値の向上とワンストップで提案できる体制の構築により、顧客満足度の向上を図ってまいります。㈱

玉善は戦略的な用地取得を進めることで、販売物件数の増加に取り組んでおります。

住宅部門の売上高は21,210百万円（前年同期比6.6％減）となり、収益面では年間売上高に対する

上半期売上高比率が低いため営業損失が1,480百万円（前年同期は営業損失1,324百万円）となりまし

た。

〔運輸倉庫〕

当社グループの運輸倉庫部門では、前期に開始した小売業者向け飲料取扱の通年化や、飲料保管倉

庫の増床等を実施しましたが、夏場の天候不順の影響を受け、取扱数量が減少しました。また、引続

き物流コスト適正化交渉の推進に加え、コスト改善にも取り組みました。なお、４月１日付で㈱伊藤

園ロジテムの株式を㈱伊藤園に全株式を譲渡しました。

その結果、運輸倉庫部門の売上高は16,124百万円（前年同期比31.1％減）となり、営業利益は635

百万円（同20.1％減）となりました。なお、㈱伊藤園ロジテムの株式売却による売上高への影響額は

7,800百万円となります。
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（２）当中間期の財政状態の概況

当中間連結会計期間末の総資産は、受取手形、売掛金及び契約資産や電子記録債権等が増加しまし

たが、現金及び預金や有形固定資産等の減少により前連結会計年度末比4,904百万円減少の218,930百

万円となりました。負債は支払手形及び買掛金や借入金等の減少により前連結会計年度末比5,150百

万円減少の115,718百万円となりました。純資産の部は自己株式の取得等による減少がありましたが、

利益剰余金の増加等により前連結会計年度末比245百万円増加の103,212百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当中間連結会計期間の業績を踏まえ、通期の連結業績予想につきましては、2026年５月８日に発表

いたしました業績予想の達成に引続き努めてまいりますので、これを変更しておりません。
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２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 23,959 15,874

受取手形、売掛金及び契約資産 27,934 28,999

電子記録債権 10,641 11,972

棚卸資産 25,127 26,871

その他 8,836 8,917

貸倒引当金 △47 △46

流動資産合計 96,451 92,588

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 37,580 37,106

機械装置及び運搬具（純額） 21,511 19,959

土地 37,303 37,643

その他（純額） 2,730 3,233

有形固定資産合計 99,125 97,943

無形固定資産 364 842

投資その他の資産

投資有価証券 15,178 14,367

その他 12,877 13,360

貸倒引当金 △162 △171

投資その他の資産合計 27,893 27,557

固定資産合計 127,383 126,342

資産合計 223,835 218,930
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 24,486 22,918

短期借入金 12,823 12,109

1年内返済予定の長期借入金 13,228 7,166

未払法人税等 2,366 2,730

賞与引当金 2,245 2,237

その他の引当金 312 157

その他 10,275 10,142

流動負債合計 65,737 57,462

固定負債

長期借入金 44,161 47,226

退職給付に係る負債 2,684 2,669

その他 8,285 8,360

固定負債合計 55,131 58,256

負債合計 120,868 115,718

純資産の部

株主資本

資本金 13,669 13,669

資本剰余金 11,128 11,194

利益剰余金 69,891 71,992

自己株式 △4,104 △5,563

株主資本合計 90,585 91,294

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 5,156 5,743

為替換算調整勘定 2,454 2,256

退職給付に係る調整累計額 3,949 3,696

その他の包括利益累計額合計 11,561 11,695

非支配株主持分 819 222

純資産合計 102,966 103,212

負債純資産合計 223,835 218,930
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

中間連結損益計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年９月30日)

売上高 109,084 102,993

売上原価 89,987 83,352

売上総利益 19,097 19,641

販売費及び一般管理費 14,624 14,831

営業利益 4,472 4,810

営業外収益

受取利息及び配当金 170 216

仕入割引 138 161

雑収入 247 277

営業外収益合計 555 655

営業外費用

支払利息 419 582

雑損失 179 144

営業外費用合計 598 727

経常利益 4,429 4,738

特別利益

関係会社株式売却益 - 362

特別利益合計 - 362

特別損失

固定資産処分損 125 57

減損損失 0 -

特別損失合計 125 57

税金等調整前中間純利益 4,304 5,042

法人税、住民税及び事業税 1,996 2,580

法人税等調整額 △537 △661

法人税等合計 1,458 1,919

中間純利益 2,845 3,123

非支配株主に帰属する中間純利益 59 10

親会社株主に帰属する中間純利益 2,785 3,113
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中間連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年９月30日)

中間純利益 2,845 3,123

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 905 589

為替換算調整勘定 △32 △198

退職給付に係る調整額 △126 △253

その他の包括利益合計 746 137

中間包括利益 3,592 3,261

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 3,524 3,247

非支配株主に係る中間包括利益 67 13
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（３）中間連結財務諸表に関する注記事項

（連結範囲の重要な変更に関する注記）

当中間連結会計期間より、当社の非連結子会社であった大和段ボール株式会社は重要性が増したため、連結の

範囲に含めております。

また、全株式を取得した株式会社フジショウについて、連結の範囲に含めております。

さらに、当社の連結子会社であった株式会社伊藤園ロジテムの全株式を譲渡したことに伴い、同社を連結の範

囲から除外しております。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は2026年７月31日開催の取締役会において、会社法第459条第１項の規定による定款の定めに基づき、自己

株式取得に係る事項を決議し、当該決議に基づき自己株式を取得いたしました。この結果、当中間連結会計期間

において自己株式が1,499百万円増加しております。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前中間連結会計期間(自 2025年４月１日 至 2025年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
（注)１

中間連結
損益計算書
計上額
(注)２段ボール 住宅 運輸倉庫 計

売上高

外部顧客への売上高 62,974 22,718 23,391 109,084 － 109,084

セグメント間の内部売上高
又は振替高

49 6 3,081 3,137 △3,137 －

計 63,023 22,724 26,473 112,221 △3,137 109,084

セグメント利益又は損失(△) 5,456 △1,324 795 4,927 △454 4,472

（注）１ 調整額は以下のとおりであります。

セグメント利益の調整額△454百万円には、セグメント間取引消去81百万円及び各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△536百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管

理費であります。

２ セグメント利益又は損失の合計額は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当中間連結会計期間(自 2026年４月１日 至 2026年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
（注)１

中間連結
損益計算書
計上額
(注)２段ボール 住宅 運輸倉庫 計

売上高

外部顧客への売上高 65,658 21,210 16,124 102,993 － 102,993

セグメント間の内部売上高
又は振替高

29 24 3,167 3,221 △3,221 －

計 65,687 21,235 19,292 106,215 △3,221 102,993

セグメント利益又は損失(△) 6,211 △1,480 635 5,366 △555 4,810

（注）１ 調整額は以下のとおりであります。

セグメント利益の調整額△555百万円には、セグメント間取引消去74百万円及び各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△629百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管

理費であります。

２ セグメント利益又は損失の合計額は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。


